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産婦人科領域 におけるT-3262の 臨床 的検討

一 条 元 彦 ・島 本 郁 子 ・久 間 正 幸 ・奥 正 孝

奈良県立医科大学産婦人科学教室*

新 しく開発 された ピリドンカル ボ ン酸系合成抗菌剤T-3262に ついて,産 婦人科領域 におけ る臨

床的検討 を行 い以下の結果を得 た。

パル トリン腺膿瘍2例,卵 管炎5例,卵 管炎+子 宮内膜炎1例,子 宮 内膜炎3例,産 褥熱1例 に

本剤を1日450mg,4～8日 間使用 し,著 効2例,有 効8例,無 効1例,判 定不能1例,有 効率

90.9%で あ った。

副作用は下痢1例,眩 量1例,白 血球減少1例 が認 められたが,い ずれ も軽度 なものであった。
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T-3262は 富山化学工 業(株)綜 合研究所で開発 された

新 しい ピリドンカル ボン酸系合成抗菌剤で あ る1)(Fig.

1)。 本剤 は殺菌的に作用 し,嫌 気性菌を 含 む グ ラ ム陽

性,グ ラム陰性菌 に対 して幅広 く強 い抗菌力を示す とさ

れてい る2)。今回,当 教室 において,産 婦 人科領域感染

症に対す る有効性,安 全性 の検討を行 う機 会を得た ので

以下 に報告す る。

Fig.1. Chemical structure of T-3262.

I.対 象および方法

昭和61年12月 より昭和62年4月 までの間に奈良県

立医科大学 附属病院産婦人科を受診 した12例 に本剤を

使用 した。その内訳は,Table 1に 示す ご とく,パ ル ト

リン腺膿瘍2例,卵 管炎5例,卵 管炎+子 宮 内膜炎1例,

子宮 内膜炎3例,産 褥熱1例 であ る。産褥熱 の1例 を除

き,他 は全 て外来 受診 の患者 であった。年齢 は,25歳 ～

55歳 に分布 し,平 均35.7歳 であった。

投与 は1回150mg1日3回 食後 に行 い,原 則 と して

7日 間経 口投与 した。

起 炎菌の検索 は,子 宮 内容 膿,ダ グラス穿刺液 を用

いて行 った。

臨床効果は,起 炎菌 の消長,自 他覚症状の変化,検 査

成績 の変化な どか ら総合的 に判定 し3日 以内に主要 自他

覚症状が著 しく改善 した場 合を著効 とし,症 状の改善に

それ以上の 日数 を要 した もの を 有効,自 他覚症状の改

善,菌 の消失が認められない ものを無効,い ずれも明ら

か でない ものを不明 とした。

細菌学的効果は,菌 の消失 した ものは陰性化,菌 量,

菌種 の減少 した ものは減少 とし,菌 種 の変化 したものは

菌 交代,変 化 のない ものは不変 とした。

副作用 の検討についてはT-3262投 与前後の末檎血液

像,肝 ・腎機能,尿 所見な どの検索を実施 した。

II. 成 績

1)臨 床 効果

パル トリン腺膿瘍2例 に対 しては1日450mg(分3),

4又 は7日 間投与で2例 とも有効であった。卵管炎5例

に対 しては1日450mg(分3)7日 間投与で1例 著効

2例 有 効,1例 無効,1例 判定 日に来院せず判定不能で

あ った。 卵管炎+子 宮内膜炎の1例 も同様投与で有効で

あ った。子宮 内膜炎3例 に対 しては1日450mg(分3)

7日 間投与で著効1例,有 効2例 であ った。産褥熱の1

例 に対 しては1日450mg(分3)8日 間投与で有効であ

った。以上5種 疾患 計12例 に対 して,著 効2例,有 効

8例,無 効1例,判 定不能1例,有 効率90.9%の 結果

を得た。

2)細 菌学的効果

投与前に全例 に菌検索 を施行 し,7例 から起炎菌と推

定 され る11菌 種12株 が分離 された。その内訳は,Sta-

phylococcus epidermidis, Staphylococcus hominis,

Staphylococcus sp., Streptococcus milleri, Strepto-

coccus intermedius, Enterococcus faecalis, Coryne-

bacterium sp., 各1株, Escherichia coli 2株, Proteus

mirabilis, Morganella morganii, Peptostreptococ-

cus anaerobius 各1株 であった。菌分離例の うち投与
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後に も菌 検索 を実施 した4例 では,分 離 菌は全 て消失 し

た。

3)副 作用

副作用 は3例 に認め られ,下 痢1例,眩 量1例,白 血

球 減少1例 であった。下痢は投与3日 目に発現 し,投 薬

中止 に よ り翌 日消失 した。 眩量は投与1日 目よ り出現

し,投 与継続 中には改善 しなか った0投 与終 了後,来 院

しないのでその後 の経過は不明である。 白血球 の減少 は

投与4日 目に5,600か ら2,500に 減少 し,投 与継続中

に改善 した。 いずれ も軽度であ った。

その他 の本剤 によると思われる臨床検査値異常は認め

られなか った(Table2)。

III.考 察

T-3262は 富山化学工業(株)綜 合研究所 で開発された

1位 にDiHuoropheny1基 を7位 にAminopyrrolidiny1

基 を有す る新合成抗菌剤である1,2)。本剤 の抗菌力は嫌気

性菌 を含む グラム陽性,グ ラム陰性菌 に対 し幅広い抗菌

スペ ク トラム と強い抗菌力を有 し,ほ とん どの菌種で同

系の薬剤 よりも優れた抗菌 力を有す ることが知 られ てい

る2)。又,マ ウスを用いた各種実験的感染症に対 して も

invitro同 様優れた治療効果が え られ てい る2)。

本剤 の吸収,排 泄については,ヒ トに経 口投与 した場

合,吸 収は良好で,投 与量 に相関 した血中濃度 が得 ら

れ,各 組織移行 も良いこ とが知 られている2)。

以上の特長か ら,本 剤 の産婦人 科領域感染症に対する

有効性が期待 されたので,当 科を受診 した12例 に本剤

を投与 し,そ の有用性 について検討 した。

臨床効果は著効2例,有 効8例,無 効1例,判 定不能

1例,有 効率90.9%で あ った。投与前後に細菌検索を

実施 し得た6例 中4例 につ い て,全 例菌が消失してお

り,細 菌学的効果 も優れていた。副作用は3例 に認めら

れ,下 痢1例,眩 量1例,白 血球減少1例 であったが,

いずれ も軽症 であ った。

以上 の臨床的検討か らT-3262は 産婦人科領域感染症

に対 し,有 効率が高 く,比 較的安全に使用できる薬剤で

ある と考 えられた。
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T-3262 IN THE OBSTETRICAL AND GYNECOLOGICAL FIELD
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840 Shijo-cho, Kashihara-shi Nara 634, Japan

We clinically evaluated T-3262, a new antimicrobial agent, in obstetric and gynecological infec-
tions, with the following results.

T-3262 was administered per os at a daily dose of 450mg for 4-8 days to 2 patients with Bartholin's
abscess, 5 with salpingitis, 1 with endometritis plus salpingitis, 3 with endometritis and 1 with
puerperal fever. The clinical effects were excellent in 2 cases, good in 8 and poor in 1 and in one
case the clinical effect was not assessable.

As side effects, diarrhea, giddiness and leukopenia were observed, but were not severe.


